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東海理化グループの
競争優位性

東海理化グループの競争優位性 価値創造を高める6つの資本
当社は創業以来、何でもやる「理・化・電・機」の精神、技術を組み合わせて新たな価値を創る力、困難の際には社内外問わず協力し
助け合う企業風土を築き上げてきました。数々の技術開発や生産技術はこの3つのキーワードを土台としています。

経営資本は社会からの要請・課題に応えるための土台になります。東海理化グループは価値創造プロセスを繰り返し経営資本を
充実させることにより、社会の持続可能性と企業の持続可能性の両立を図っていきます。

東海理化グループの
6つの経営資本

財務資本 知的資本

人的資本 自然資本

製造資本

社会関係資本

財務資本

PBR向上に向け、事業戦略と資本戦略の
両輪により取り組みを推進しています。

キャッシュ・アロケーションは、不測の

事態に備えた必要資金を設定し、超過分

は将来の成長に向けた投資および株主

還元に充当する方針としています。

P.47 製造資本

国内10カ所と海外23カ所で事業を
展開しています。

連結売上のうち海外の売上が半分を

上回り、開発・設計から製造・物流まで

のモノと情報の流れをグローバルで

一貫していきます。

P.9 知的資本

関連部門が開発初期から連携し、市場
動向、競争環境、知財リスクを分析する
とともに、事業性・技術優位性・知財
優位性を評価しています。
事業性検討、技術開発、知財化を一体で
推進し、それぞれの活動を反映し合う
ことで、事業の勝ち筋を構築し、競争
優位の確立につなげています。

P.39

人的資本

経営環境の不確実性が高まる中、企業
価値を持続的に高めていくためには、
社員一人ひとりが主体的に挑戦し、
新たな価値を生み出し続けることが
不可欠です。
3つの重点領域を中心に人的資本経営
を進めています。

P.59 社会関係資本

当社では、関係するステークホルダーに
対し、誠実な対話を心がけています。
ただお互いが主張をして傾聴するだけ
でなく、「持続可能な社会のために何が
できるか」という観点で、エンゲージメント
を推進しています。

P.83 自然資本

バリューチェーン全体での事業活動と
環境影響の関係をマッピングにより
整理を行い、特定した環境影響に対して、
環境取り組みプランを策定します。　
各目標の達成に向け、東海理化グループ
一丸となって活動を推進していきます。

P.51

技術を組み合わせて
新たな価値を創る力

組立に留まらず、成形・プレス・鋳造・鍛造・金型・

設備・半導体・電子組立・ソフトウェアを自ら

手掛けることを通じて幅の広い固有技術を身に

付けてきた当社は、クルマの変化にも技術を組み

合わせて新たな価値をつくり上げてきました。
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協力し助け合う企業風土

当社には、お客さまがお困りの際にはすぐに動く企業風土が

あり、それが1967年のシフトレバーなどの新規受注に結び
付きました。

また、2000年の東海豪雨で西枇杷島工場が被災した際には、
部署関係なく自ら積極的に動いて地域と工場の復興につとめ、

困難の際にはすぐに動ける文化が根付いています。
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「理・化・電・機」の精神

当社の正式名称「東海理化電機製作所」の

「理化電機」は、「物理・化学・電気・機械何で

もやる」「生産力・技術力・販売力・資本力の

バランスがとれた会社にする」という創業者の

想いが込められています。
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東海理化の価値観 長期戦略 実行戦略 ガバナンス 成果と重要な成果指標（KPI）
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